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キラリ

4億7007万円

6427万円

駒寄スマート IC大型車対応化事業

学童クラブ施設
新設事業

ココに注目

　駒寄スマート IC が大型車に対応することで、工業・商業・観光などの
活性化が期待されます。本年度は、用地取得、文化財調査、用地内にあ
る施設の移転補償などを実施します。主な財源は、国庫支出金 2 億 5069
万円、前橋市負担金 1 億 5383 万円などです。

　駒寄小学校地区に学童クラブ
を新たに建設します。
　これは、児童数の増加や共働
き、核家族化などにより年々増
加する利用ニーズに対応する
ためです。主な財源は、国庫・
県支出金 1695 万円、寄付金 2
千万円などです。

キラリ 　第 1回定例会で可決した平成 28 年度一般会
計当初予算は、77 億 4200 万円と大型で積極的
なものとなっています。ここでは、主な新規・
継続事業を紹介します。予算の内訳は３ページ
以降をご覧ください。

4億7007万円

6427万円

駒寄スマート IC大型車対応化事業

学童クラブ施設
新設事業

　駒寄スマート IC が大型車に対応することで、工業・商業・観光などの
活性化が期待されます。本年度は、用地取得、文化財調査、用地内にあ
る施設の移転補償などを実施します。主な財源は、国庫支出金 2 億 5069
万円、前橋市負担金 1 億 5383 万円などです。

　駒寄小学校地区に学童クラブ
を新たに建設します。
　これは、児童数の増加や共働
き、核家族化などにより年々増
加する利用ニーズに対応する
ためです。主な財源は、国庫・
県支出金 1695 万円、寄付金 2
千万円などです。

新規・継続事業 第 1回
定例会

　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
18
日
ま
で
、
17
日
間
の
会
期
で
行

い
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
議
案
30
件
、
諮
問
１
件
、
委
員
会
発
議
２
件
、
陳
情
１
件
が
提

案
さ
れ
、
議
案
・
諮
問
・
委
員
会
発
議
は
原
案
ど
お
り
可
決
、
陳
情
は
不
採
択
と
し

ま
し
た
。
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3億1348万円
4億1857万円

駒寄幼稚園園舎
建て替え助成事業

明治小学校校舎増築事業

　駒寄幼稚園の園舎建て替え費用の一部を助成しま
す。駒寄幼稚園は、平成２９年度から「認定こども園」
として 0 歳児からの受け入れを予定しています。主
な財源は、国庫・県支出金 2 億 3983 万円などです。

　明治小学校プール跡地に 2 階建て 5 教室の特別
教室棟を増築します。
　これは、児童数の増加に伴い教室不足が見込ま
れるためです。財源は、国庫支出金 9279 万円、財
政調整基金（まちの貯金）からの繰入金 2 億 6538
万円、借入金 6040 万円です。

1億4963万円
南下城山防災公園整備事業

　町民誰もが楽しめる大規模公園を、桃井城址に整備します。平成 30 年
度に完成予定です。本年度は、用地取得と工事を実施します。主な財源は、
国庫支出金 8375 万円、借入金 6260 万円などです。

1億4963万円
南下城山防災公園整備事業

　町民誰もが楽しめる大規模公園を、桃井城址に整備します。平成 30 年
度に完成予定です。本年度は、用地取得と工事を実施します。主な財源は、
国庫支出金 8375 万円、借入金 6260 万円などです。
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借
入
金
は
８
・
５
％
の
減

歳
　
　
入

歳
　
　
出

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
77
億
４
２
０
０
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
12
億

６
３
０
０
万
円
、
19
・
５

㌫
の
大
幅
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

町
税
は
、
22
億
９
６
９

３
万
円
で
、
前
年
対
比
２

㌫
の
増
。地
方
交
付
税
は
、

11
億
３
２
０
０
万
円
で
、

前
年
対
比
４
・
８
㌫
の
増

で
す
。財
政
調
整
基
金（
ま

ち
の
貯
金
）
か
ら
の
繰
入

金
は
、
９
億
６
４
４
２
万

円
、
前
年
対
比
45
・
６
㌫

の
増
で
す
。
借
入
金
は
、

３
億
８
９
０
０
万
円
で
、

前
年
対
比
８
・
５
㌫
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、
27
億
５
４

４
３
万
円
で
、
前
年
対
比

29
・
６
㌫
の
増
。
こ
れ
は
、

駒
寄
幼
稚
園
園
舎
建
て
替

え
助
成
事
業
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。
土
木
費
は
、

10
億
９
５
７
６
万
円
で
、

前
年
対
比
85
・
７
㌫
の
増

で
、
駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

大
型
車
対
応
化
事
業
、
南

下
城
山
防
災
公
園
整
備
事

業
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

る
た
め
で
す
。教
育
費
は
、

10
億
３
４
８
１
万
円
で
、

前
年
対
比
12
・
５
㌫
の
増
、

明
治
小
学
校
校
舎
増
築
事

業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た

め
で
す
。

反
対
討
論

小
池
春
雄　

議
員

　

学
校
給
食
の
無
料
化
を

目
指
す
取
り
組
み
が
反
映

さ
れ
て
お
ら
ず
、
南
下
城

山
防
災
公
園
の
完
成
図
も

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
民

間
委
託
の
必
要
性
も
理
解

で
き
ず
、
反
対
で
す
。

賛
成
討
論

五
十
嵐
善
一　

議
員

　

財
政
健
全
化
策
も
考
慮

し
た
中
で
、
町
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
あ
え

て
、
多
額
の
ま
ち
の
貯
金

を
取
り
崩
し
、
借
入
金
を

減
ら
し
た
予
算
編
成
は
、

理
解
で
き
、
賛
成
で
す
。

賛
成
14
・
反
対
１
で
可
決

１９．５％ の 大 幅 増
どう生か

す

７７億４２００万円の使いみち
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基金残高 ( 預金残高） 借入金残高（一般会計）

＜一般会計予算の内訳＞

自
主
財
源　

・
5％

　
　

依
存
財
源
　
・5

％

48
51

町債（借入金）
3億8,900万円
5.0％

総務費
7億6,369万円
9.9％

繰入金
9億9,768万円
12.9％

その他収入
4億5,892万円
6.0％

交付税・
その他交付金
15億3,861万円
19.8％

国・県支出金
20億6,086万円
26.6％

町税
22億9,693万円
      29.7％

歳出
77億

4,200万円

歳入
77億

4,200万円
民生費
27億5,443万円
35.6％

議会費
1億177万円
1.3％

その他
984万円
0.1％公債費（借金返済金）

5億6,869万円
7.3％

教育費
10億3,481万円
13.4％

消防費
2億9,611万円
3.8％

土木費
10億9,576万円
14.2％

商工費
3,013万円
0.4％

農林水産業費
3億1,956万円
4.1％

労働費
2,109万円
0.3％

衛生費
7億4,612万円
9.6％

一般会計当初予算

１２億６３００万円、 
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反
対
討
論

小
池
春
雄　

議
員

　

低
所
得
者
が
多
く
加
入

し
て
い
る
国
保
会
計
へ
の

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

の
増
額
を
切
に
願
い
、
反

対
で
す
。

反
対
討
論

小
池
春
雄　

議
員

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
学

校
給
食
の
民
間
委
託
が
始

ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
長
の
選
挙
公

約
で
あ
る
、
給
食
費
無
料

化
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

反
対
で
す
。

賛
成
14
・
反
対
１
で
可
決

賛
成
討
論

髙
山
武
尚　

議
員

　

昨
年
、
国
保
税
の
引
き

下
げ
を
実
施
し
、
ま
た
一

般
会
計
か
ら
も
２
億
２
２

２
５
万
円
の
繰
り
入
れ
で

被
保
険
者
の
負
担
の
軽
減

を
行
っ
て
お
り
、
賛
成
で

す
。

賛
成
14
・
反
対
１
で
可
決

特別会計予算平成28年度

国
民
健
康
保
険
事
業

学
校
給
食
事
業

　まちには、一般会計のほか７つの特別会計、１つの企業会計があります。特別会計は、特定の事業や
特定の収入で事業を行う場合に、一般会計と区別して設置します。
　各会計ともにおおむね例年並みの予算ですが、国民健康保険事業特別会計は、社会保障制度改革によっ
て、加入者が激減しているので、減額となっています。また、水道事業会計は、石綿管布設替え工事が
予定されているため、増額となっています。

6

区　　　分 平成２８年度予算額 増　減　額 増　減　率

特別会計

学校給食事業 １億１，６４１万円 １４９万円 １．３％

公共下水道事業 ３億５，９５９万円 １，９１３万円 ５．６％

国民健康保険事業 ２３億４，０６８万円 ▲７，３９４万円 ▲３．１％

農業集落排水事業 １億６，０８３万円 ４６５万円 ３．０％

住宅新築資金等貸付事業 ３８３万円 ▲３７万円 ▲８．８％

介護保険事業 １３億７，３８９万円 １，５７０万円 １．２％

後期高齢者医療事業 １億６，３３４万円 ５８万円 ０．４％

企業会計 水道事業 ６億６，２５３万円 ５，９４６万円 ９．９％

当初予算額　比較
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反
対
討
論

平
形　

薫　

議
員

　

学
校
の
教
師
な
ど
に
ポ

ケ
ッ
ト
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ
２
を
携

帯
さ
せ
、
客
観
的
に
症
状

を
観
察
さ
せ
、
判
断
さ
せ

る
こ
と
は
、
教
育
現
場
に

過
度
の
責
任
を
負
わ
せ
る

こ
と
と
な
り
、反
対
で
す
。

賛
成
討
論

小
池
春
雄　

議
員

　

武
道
が
必
修
化
さ
れ
、

ま
ち
で
も
柔
道
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
事
故
が
起

き
た
場
合
の
対
応
を
心
配

し
て
い
る
保
護
者
も
い
ま

す
。
教
師
に
ポ
ケ
ッ
ト
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｔ
２
の
携
帯
を
義
務

づ
け
る
こ
と
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
、
賛
成
で
す
。

賛
成
１
・
反
対
14
で
不
採
択

20
年
後
の
ま
ち
の
姿
を
展
望

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
石
関
さ
ん

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、
20
年
後
の
ま
ち

の
姿
を
展
望
し
た
う
え

で
、将
来
像
を
明
確
に
し
、

そ
の
実
現
へ
向
け
て
の
大

き
な
道
筋
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。ま
ち
で
は
、

平
成
13
年
に
策
定
し
ま
し

た
が
、
状
況
が
大
き
く
変

化
し
た
た
め
、
改
定
す
る

も
の
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
に
石
関

秀
一
さ
ん
（
南
下
・
60
歳
）

を
推
薦
す
る
町
長
の
諮
問

に
対
し
、
議
会
は
全
会
一

致
で
適
任
と
認
め
答
申
し

ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人

権
相
談
や
人
権
思
想
の
啓

発
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

任
期
は
３
年
で
す
。

全
会
一
致
で
答
申

反
対
討
論

柴
﨑
德
一
郎　

議
員

　

本
案
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
に
よ
る
各
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
踏と

う

襲し
ゅ
う

に
不
備
・

矛
盾
を
感
じ
ま
す
。ま
た
、

前
回
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性

な
ど
納
得
で
き
る
プ
ラ
ン

と
は
言
い
難
く
、
住
民
意

見
を
反
映
し
「
見
直
し
検

討
さ
れ
た
」
手
順
で
の
策

定
を
求
め
、反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論

岩
﨑
信
幸　

議
員

　

都
市
計
画
は
、
そ
の
目

的
の
実
現
に
は
、
時
間
を

要
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
本
来
長
期
的
な
見
通

し
を
も
っ
て
定
め
ら
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
改
定
は
、
20
年
後
を
見

据
え
た
計
画
で
あ
り
、
賛

成
で
す
。

賛
成
11
・
反
対
４
で
可
決

7

陳 情

件名 申請者 結果

陳
情

第
１
号

軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危険
性や予後の相談の出来る窓口などの設置を求める陳情

軽度外傷性脳損傷仲間の会
代表　藤本　久美子

不採択

定
例
会

一
般
会
計

特
別
会
計

陳
情 

他

施
政
方
針

へ
の
質
問

委
員
会
審
査

賛
否
一
覧 

他

一
般
質
問

委
員
会
視
察

子
ど
も
議
会

ま
ち
の散歩

道 

他



柴
﨑
德
一
郎　

議
員

施
政
方
針
の
主
要

施
策
の
項
目
に

「
農
業
政
策
展
望
」
が
掲

げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
。

ま
ち
の
実
態
に

合
わ
せ
た
政
策

展
開
を
考
え
る
。

　

農
地
の
荒
廃
防
止
策
や

集
積
化
の
推
進
、
６
次
産

業
化
取
組
な
ど
へ
の
支
援

体
制
を
検
討
す
る
。

一
歩
で
も
前
に
開

か
れ
た
農
業
政
策

を
。

農
業
を
生
活
基

盤
と
し
て
い
る

方
々
の
こ
と
は
考
え
て
い

る
。

ま
ち
独
自
の
「
農

政
新
時
代
」
に
向

け
て
の
考
え
は
。

農
家
の
方
々
と

膝
を
交
え
て
実

施
し
て
い
き
た
い
。

ま
ち
の
農
業
政
策

へ
の
意
気
込
み
は
。

ま
ち
の
実
態
に

合
わ
せ
て
進
め

馬
場　

周
二　

議
員

町
長
は
、
将
来
に

向
け
、
合
計
特
殊

出
生
率
を
２
・
０
７
に
上

昇
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。
ま
ち
は
20
年
先
ま

で
、
人
口
が
伸
び
、
２
０

５
０
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て

い
る
。
安
定
し
た
人
口
を

維
持
し
て
い
く
上
で
、
若

者
に
対
し
何
を
期
待
し
て

い
る
の
か
。子

育
て
に
対
す

る
経
済
的
、
精

神
的
負
担
の
軽
減
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
若
い
人
達

に
は
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
に
対
し
て
意
欲
を

　平成 28年度当初予算の審議にあたり、議会開会日の３月２日、町長が施政方針を述
べました。続いて、５人の議員が質問に立ち、町長の見解を問いました。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問

問

問問問

問問

問

る
。

都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
改
定
に

お
い
て
、
昨
年
の
見
直
し

案
と
今
回
の
改
定
案
と
の

整
合
性
及
び
策
定
手
順
の

進
め
方
は
。昨

年
度
は
「
土

地
利
用
方
針
検

討
委
員
会
」
で
、
今
年
度

は
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」
で

原
案
を
ま
と
め
、
審
議
会

に
諮は

か

っ
た
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
で
の
見
直
し
改

定
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
に
基

づ
い
て
進
め
て

い
き
た
い
。

ま
ち
の
東
の
玄
関

口
へ
の
将
来
像
は
、

ど
う
描
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
。

ま
ち
総
体
の
こ

と
と
し
て
考
え

て
行
き
た
い
。

持
っ
て
ほ
し
い
。

学
校
支
援
に
つ
い

て
、
今
後
も
児
童

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

が
、
10
年
後
く
ら
い
ま
で

の
教
室
の
確
保
は
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
将
来
的
に

は
、
第
３
の
小
学
校
の
建

設
は
。

平
成
28
年
２
月

現
在
吉
岡
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
、
普

通
教
室
の
準
備
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
第
３
の
小
学

校
の
建
設
は
、
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

多
く
の
町
民
か
ら

公
共
交
通
の
整
備

が
要
望
さ
れ
て
い
る
。
本

格
的
運
用
実
施
を
伴
う
計

画
は
、
何
年
後
を
予
定
し

て
い
る
か
。交

通
弱
者
と
言

わ
れ
る
人
達
は
、

公
共
交
通
整
備
を
強
く
要

望
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
聞

い
て
い
る
。
具
体
的
に
何

年
後
か
は
言
え
な
い
。
総

合
戦
略
の
中
で
実
証
実
験

な
ど
を
行
い
、
ま
ち
に
と

ミ
ニ
解
説

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

　

仕
事
を
ど
の
よ
う
な
過
程

で
回
す
こ
と
が
、
効
率
よ
く

業
務
を
行
え
る
よ
う
に
な
る

か
、
と
い
う
理
論
の
こ
と
。

　

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
（
計
画
）、
Ｄ
ｏ

（
実
行
）、
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
（
確

認
）、
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
行
動
）

の
頭
文
字
を
取
っ
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
と
命
名
さ
れ
た
。

問
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小
池　

春
雄　

議
員

合
計
特
殊
出
生
率

を
２
・
０
７
に
上

昇
さ
せ
る
た
め
の
施
策
と

し
て
、
子
育
て
支
援
の
充

実
を
図
る
と
し
て
い
る
。

ソ
フ
ト
面
の
施
策
は
。

子
育
て
支
援
策

と
し
て
、「
赤
ち

ゃ
ん
の
駅
・
情
報
マ
ッ
プ

作
成
事
業
」「
一
般
不
妊
・

不
育
症
・
男
性
不
妊
治
療

費
へ
の
補
助
」「
こ
ど
も

の
こ
こ
ろ
の
発
達
健
診
」

「
年
中
児
こ
こ
ろ
の
成
長

ア
ン
ケ
ー
ト
」「
発
達
支

援
教
室
」
の
５
事
業
を
予

定
。

給
食
費
の
無
料
化

へ
の
考
え
は
。

将
来
的
に
は
、

無
料
化
に
向
け

て
、
給
食
費
を
下
げ
て
い

き
た
い
。

五
十
嵐
善
一　

議
員

２
０
４
０
年
に
合

計
特
殊
出
生
率
を

２
・
０
７
に
引
き
上
げ
る

た
め
の
具
体
的
な
子
育
て

支
援
策
は
。ハ

ー
ド
事
業
で

は
、
学
童
保
育

お
よ
び
認
定
こ
ど
も
園
の

整
備
。
ソ
フ
ト
事
業
で
は

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
・
情
報

マ
ッ
プ
作
成
事
業
」「
一

般
不
妊
・
不
育
症
・
男
性

不
妊
治
療
費
へ
の
補
助
」

「
こ
ど
も
の
こ
こ
ろ
発
達

健
診
」「
年
中
児
こ
こ
ろ

の
成
長
ア
ン
ケ
ー
ト
」「
発

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問 問

問

問

城
山
防
災
公
園
の

全
体
像
を
示
せ
な

い
か
。

防
衛
の
補
助
金

や
緊
急
防
災
減

災
事
業
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
ま
ち
の
財
政
負
担

を
低
く
抑
え
る
よ
う
努
力

し
て
い
る
。
も
う
少
し
た

て
ば
、
全
体
像
を
示
せ
る

と
考
え
る
。

達
支
援
教
室
」の
５
事
業
。

平
成
28
年
度
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
何
基

設
置
予
定
か
。
そ
の
箇
所

は
ど
の
あ
た
り
か
。
多
機

能
型
防
犯
カ
メ
ラ
の
導
入

は
。

10
基
予
定
。
設

置
箇
所
は
子
ど

も
の
集
ま
る
施
設
・
学
童

施
設
・
児
童
館
・
保
育
園
・

過
去
に
事
件
な
ど
あ
っ
た

箇
所
。
多
機
能
型
防
犯
カ

メ
ラ
の
導
入
は
考
え
て
い

な
い
。平

成
28
年
度
か
ら

学
校
給
食
業
務
を

民
間
委
託
す
る
が
、
食
の

安
全
対
策
へ
の
基
本
的
考

え
方
は
。
ま
た
、
委
託
先

の
民
間
業
者
は
ど
こ
か
。

学
校
給
食
衛
生

管
理
基
準
と
大

量
調
理
施
設
衛
生
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
教

育
委
員
会
が
責
任
を
持
っ

て
、
指
導
・
点
検
を
行
う
。

委
託
業
者
は
株
式
会
社
東

洋
食
品
。

道
の
駅
よ
し
お
か

温
泉
一
帯
の
魅
力

度
向
上
策
は
。

ま
ち
の
東
玄
関

と
位
置
づ
け
、

地
域
振
興
拠
点
・
防
災
拠

点
・
ま
ち
の
魅
力
発
信
拠

点
と
考
え
て
い
る
。

漆
原
総
社
線
の
未

整
備
区
間
の
実
施

計
画
は
。こ

の
計
画
は
多

額
の
費
用
が
掛

か
る
の
で
、
実
現
可
能
な

計
画
を
見
直
し
、
検
討
し

た
い
。

問

問 問町
長

山
畑　

祐
男　

議
員

学
童
ク
ラ
ブ
の
今

後
の
計
画
は
。

平
成
28
年
度
、

駒
寄
小
学
校
地

区
に
学
童
ク
ラ
ブ
を
新
設

す
る
予
定
。

　

明
治
小
学
校
地
区
で
も

順
次
進
め
る
予
定
。

重
点
を
置
く
子
ど

も
支
援
は
。

町
長

問問

問問

平
成
28
年
度
は
、

学
童
保
育
の
整

備
と
認
定
こ
ど
も
園
の
整

備
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い

る
。

観
光
事
業
へ
の
取

り
組
み
は
。

イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
や
マ
ス
コ

ミ
へ
の
出
演
、
道
の
駅
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

整
備
や
、
ま
ち
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
観
光
ペ
ー
ジ
の

充
実
に
取
り
掛
か
っ
て
い

る
。

自
治
会
の
防
災
支

援
は
。

自
主
防
災
組
織

へ
の
補
助
金
を

予
算
に
盛
り
込
ん
だ
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
周
辺
の
幹
線
道

路
の
整
備
は
。

南
新
井
前
橋
線

バ
イ
パ
ス
を
、

高
渋
バ
イ
パ
ス
ま
で
整
備

す
る
こ
と
が
最
優
先
と
考

え
る
。今

後
の
財
政
運
営

に
つ
い
て
の
考
え

町
長

町
長

町
長

町
長

問問

っ
て
ど
の
様
な
方
法
が
適

し
て
い
る
の
か
、調
査
し
、

運
用
を
検
討
し
て
い
く
。

は
。

将
来
の
世
代
に

負
担
を
残
さ
な

い
よ
う
、
財
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町
長

ミ
ニ
解
説

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

　

近
く
に
い
る
人
や
通
り
す

が
り
の
人
に
、
案
内
情
報
や

広
告
な
ど
を
表
示
す
る
装
置

で
、
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど

を
電
子
化
し
た
も
の
。
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予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

で
は
、
平
成
28
年
度
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。町　

税

町
税
が
２
㌫
増
額
し

て
い
る
が
、
要
因
は

何
か
。景

気
の
回
復
に
よ
る

所
得
増
・
雇
用
状
況

の
改
善
な
ど
を
見
込
ん
だ
。

地
方
交
付
税

地
方
交
付
税
が
増
額

と
な
っ
た
理
由
は
。

国
勢
調
査
人
口
が
、

２
万
１
０
８
６
人
と

６
・
５
㌫
増
で
あ
る
。
そ

の
伸
び
に
合
わ
せ
て
見
込

ん
だ
。今

後
の
増
減
の
予
想

は
。

今
後
ま
ち
が
発
展
す

る
と
税
収
増
と
な

り
、
交
付
税
は
減
額
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
少
な

く
と
も
伸
び
る
こ
と
は
な

い
と
見
込
ま
れ
る
。

保
育
運
営
費
保
護
者
負
担

金
（
全
園
児
分
の
合
計
）

増
額
し
て
い
る
理
由

は
。

保
育
園
児
数
が
増
加

し
て
い
る
た
め
。
平

成
28
年
度
は
３
歳
未
満
が

３
１
８
人
、
３
歳
以
上
が

４
４
１
人
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

園
児
増
加
に
伴
う
待

機
児
童
の
発
生
は
。

今
年
度
は
14
か
ら
15

人
の
発
生
が
あ
っ
た

が
、
第
四
保
育
園
の
整
備

で
対
応
。
来
年
度
の
待
機

児
童
は
な
い
と
考
え
る
。

年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
給

付
事
業
補
助
金

年
金
生
活
者
な
ど
へ

の
臨
時
福
祉
給
付
金

の
対
象
者
数
は
。

１
９
０
０
人
を
見
込

む
。

児
童
福
祉
費
県
補
助
金

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
交
付
金
の
支
給
対

象
は
。延

長
保
育
事
業
・
病

後
児
保
育
事
業
・
子

育
て
セ
ン
タ
ー
事
業
な

ど
。

寄
付
金

町
村
会
よ
り
２
千
万

円
の
寄
付
と
あ
る

が
。

少
子
化
対
策
を
目
的

に
、
町
村
会
の
取
り

扱
う
手
数
料
の
積
み
立
て

か
ら
支
出
さ
れ
る
。
前
回

は
雪
害
対
策
に
支
出
さ
れ

た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、
さ
ら
な
る
努

力
が
必
要
で
は
。

よ
く
研
究
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
補
助
金

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
補
助

金
の
内
訳
は
。

平
成
28
年
度
は
、
小

倉
・
大
久
保
寺
下
・

漆
原
東
の
３
自
治
会
が
要

望
を
出
し
て
い
る
。

歳
　
　
入

問問問 答答

答問問 答答

問問問 答答答

　
町
税
・
地
方
交
付
税
が
増
額

園児数は増加するが待機児童はない見込み

問答

問答
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公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
策
定
業
務

こ
の
管
理
計
画
の
内

容
は
。

公
共
施
設
な
ど
を
全

体
的
に
把
握
・
管
理

し
、
人
口
や
財
政
の
見
通

し
を
も
と
に
、
長
寿
命
化

や
統
廃
合
な
ど
の
方
針
を

策
定
す
る
。
ま
た
、
管
理

シ
ス
テ
ム
の
整
備
も
行
う
。

公
共
施
設
の
削
減
計

画
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
は
人
口
が
増
加

し
て
い
る
の
で
、
集

約
や
除
却
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
。

公
共
交
通
実
証
実
験

２
回
目
の
実
証
実
験

と
な
る
が
、内
容
は
。

前
回
は
、
２
自
治
会

の
地
域
を
対
象
に
、

グ
ル
ー
プ
タ
ク
シ
ー
の
実

証
実
験
を
行
っ
た
。
今
回

は
、
町
内
全
域
で
行
い
た

い
。
ま
た
、
実
験
期
間
も

延
ば
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

   

高
校
生
等
通
学
費
用

   

支
援
事
業

ど
の
程
度
の
支
援
を

予
定
し
て
い
る
か
。

電
車
や
バ
ス
の
定
期

代
に
月
１
万
円
以
上

掛
っ
て
い
る
高
校
生
に
、

１
０
０
０
円
程
度
を
考
え

て
い
る
。

   

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
情
報

   

マ
ッ
プ

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

と
は
。

外
出
中
に
赤
ち
ゃ
ん

の
お
む
つ
替
え
や
授

乳
が
で
き
る
公
共
施
設
や

民
間
の
事
業
所
を
「
赤
ち

ゃ
ん
の
駅
」と
し
て
指
定
。

ま
ち
に
は
現
在
６
箇
所
あ

る
。

   

私
立
保
育
所
等
施
設

   

整
備
助
成
事
業

駒
寄
幼
稚
園
建
て
替

え
に
か
か
る
費
用
の

総
額
は
。

約
４
億
８
千
万
円
。

そ
の
内
、
３
億
１
３

４
８
万
円
を
国
・
県
・
ま

ち
で
助
成
す
る
。

ご
み
収
集
委
託

業
者
の
選
定
方
法
は
。

町
内
の
組
合
と
随
意

契
約
を
結
ぶ
。

競
争
入
札
で
選
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

町
内
業
者
を
育
成
し

た
い
。
委
託
料
が
無

制
限
に
上
が
る
こ
と
は
な

い
と
考
え
る
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

用
地
買
収
費
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
平
成

28
年
度
は
、
ど
の
程
度
買

収
す
る
の
か
。

現
在
、測
量
中
だ
が
、

予
定
地
す
べ
て
を
買

収
す
る
。

用
地
内
の
施
設
移
転

補
償
費
が
、
１
億
２

５
０
０
万
円
と
多
額
だ

が
。

渋
川
工
業
用
水
の
本

管
を
移
設
す
る
た

め
。

城
山
防
災
公
園

平
成
28
年
度
も
用
地

買
収
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
。

用
地
買
収
は
、
平
成

28
年
度
で
完
了
す
る
。

   

自
主
防
災
組
織
活
動

   

支
援
事
業

町
内
に
自
主
防
災
組

織
は
何
団
体
あ
る

か
。

要
綱
を
策
定
し
、
組

織
を
立
ち
上
げ
、
活

動
し
て
い
る
の
が
11
団

体
。
要
綱
は
な
い
が
防
災

会
と
し
て
活
動
し
て
い
る

１
団
体
が
あ
る
。

歳
　
　
出

問問問 答答答

問問問 答答

問問問問 答答答答

問

問

答答

答

問答

当
委
員
会
と
し
て
次
の
要
望
を
ま
ち
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

要　

望　

書

〇
ふ
る
さ
と
納
税
お
よ
び
税
収
の
確
保
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
い
。

〇
町
税
の
滞
納
徴
収
を
引
き
続
き
努
力
さ
れ
た
い
。

〇
機
械
に
よ
る
証
明
書
発
行
等
、
町
民
の
利
便
性
を
第
一
に
考
慮
さ
れ

た
い
。

〇
予
算
説
明
資
料
の
改
善
を
、
さ
ら
に
図
ら
れ
た
い
。

〇
自
主
的
・
積
極
的
に
独
自
の
施
策
を
推
進
さ
れ
た
い
。

〇
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
、
よ
い
施
策
は
速
や
か
に
調
査
研
究
し
、

　

導
入
さ
れ
た
い
。

公
園
の
全
体
像
が
示

さ
れ
る
の
は
い
つ
に

な
る
の
か
。

平
成
28
年
度
の
早
い

う
ち
に
示
し
た
い
。
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一
般
会
計
補
正
予
算
を

含
め
、
議
案
10
件
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
費
１
５
５
０
万

円
の
増
額
内
容
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

が
本
格
運
用
と
な
り

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
回
線
の
基
幹

系
端
末
か
ら
の
情
報
持
ち

出
し
不
可
設
定
な
ど
の
シ

ス
テ
ム
導
入
を
行
う
も

の
。

駒
寄
小
学
校
ト
イ
レ

改
修
事
業
費
４
５
９

０
万
円
の
内
容
は
。

和
便
器
を
洋
便
器
に

交
換
し
、
湿
式
か
ら

乾
式
の
床
に
改
修
し
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
う
。

健
康
診
査
等
委
託
料

１
２
８
７
万
円
の
増

額
は
。

ガ
ン
検
診
・
肝
炎
・

歯
周
疾
患
検
診
の
無

料
化
に
伴
う
受
診
者
増
に

よ
る
も
の
。

畜
産
環
境
対
策
補
助

金
54
万
円
の
減
額
は
。

糞
尿
消
臭
の
た
め
の

飼
料
補
助
金
。
養
豚

農
家
の
減
少
に
よ
る
た

め
。

消
防
団
装
備
品
４
９

０
万
円
の
減
額
は
。

デ
ジ
タ
ル
無
線
機
器

購
入
費
の
入
札
減
に

よ
る
。機

器
と
し
て
は
問
題

は
無
い
の
か
。

当
初
指
定
の
機
器
で

あ
り
問
題
は
無
い
。

大
榛
橋
架
け
替
え
工

事
費
４
６
０
万
円
の

減
額
は
。

吉
岡
町
施
工
で
な
く
、

榛
東
村
施
工
分
と
す

る
た
め
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

大
型
車
対
応
化
事
業

１
０
２
６
万
円
の
繰
越
内

容
は
。道

路
の
変
更
が
有
り

繰
越
と
な
っ
た
。

　

介
護
保
険
事
業

　

特
別
会
計
予
算

高
齢
者
が
増
え
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

保
険
料
収
入
が
前
年
度
に

比
べ
、
５
９
２
万
円
減
っ

て
い
る
が
。

核
家
族
化
や
、
所
得

水
準
が
下
が
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
保
険
料
も

低
い
人
が
増
加
。
そ
れ
に

よ
り
、
全
体
の
収
入
も
低

く
な
っ
て
い
る
。

陳
情

　

教
育
機
関
に
お
い
て
脳

し
ん
と
う
や
頭
頸け

い

部
に
衝

撃
を
受
け
た
場
合
、
症
状

を
正
確
に
観
察
・
判
断
す

る
と
と
も
に
、
家
庭
に
連

絡
す
る
な
ど
は
、
こ
れ
ま

で
も
行
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
こ
れ
か

ら
も
さ
ら
に
、
教
育
関
係

者
に
周
知
啓
発
し
て
い
き

　

議
案
９
件
、諮
問
１
件
、

陳
情
１
件
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　

　

国
民
健
康
保
険
事
業

　

特
別
会
計
予
算　
　

国
保
税
の
予
算
収
入

が
前
年
に
比
べ
３
２

４
４
万
円
も
減
っ
て
い
る

が
。

社
会
保
障
制
度
の
改

革
に
よ
り
、
非
正
規

労
働
者
も
被
用
者
保
険
へ

移
行
す
る
な
ど
、
国
保
加

入
者
が
激
減
し
て
い
る
。

一
般
会
計
よ
り
２
億

２
２
２
５
万
円
を
繰

り
入
れ
て
い
る
が
。

制
度
に
よ
る
繰
入
れ

と
安
定
し
た
運
営
を

図
る
た
め
、
一
般
会
計
か

ら
法
定
外
と
し
て
繰
入
れ

を
し
て
い
る
。

吉
岡
町
行
政
不
服
審
査
会

条
例
の
制
定

審
査
会
は
不
服
申
立

て
ご
と
に
設
置
さ
れ

る
の
で
、
よ
り
早
い
対
応

が
で
き
な
い
の
で
は
。

そ
の
時
の
事
例
に
よ

り
適
任
者
を
選
任
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
非
常
設
と
し
た
。

問問

問

問

問

問問問

問 答答

答答

答

答答答

答

問

問

問 答

答

答

総
務
常
任
委
員
会

 
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

 

対
策
事
業
費
に
１
５
５
０
万
円

無料化により受診者が増えたガン検診

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　 

国
保
税
・
介
護
保
険
税
は

　 

と
も
に
減
収
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ミ
ニ
解
説

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ
２

　

国
際
的
な
専
門
家
グ
ル
ー

プ
に
よ
り
作
ら
れ
た
脳
し
ん

と
う
を
判
断
す
る
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ
３

　

５
か
ら
12
才
の
子
ど
も
に

適
用
さ
れ
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト

た
い
。
し
か
し
、
ポ
ケ
ッ

ト
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｔ
２
ま
た
は
３

の
携
帯
の
義
務
付
け
に
つ

い
て
は
、
事
故
が
起
き
た

場
合
、
責
任
と
保
障
に
お

け
る
負
担
が
、
教
員
個
人

に
は
大
き
す
ぎ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

が
、
そ
の
内
容
は
。

平
成
28
年
度
２
５
６

７
㍍
、
29
年
度
１
６

２
９
㍍
、
30
年
度
２
０
０

７
㍍
、
31
年
度
３
５
８
４

㍍
、32
年
度
２
１
９
４
㍍
、

総
延
長
１
万
１
９
８
１
㍍

の
計
画
。

ま
ち
に
お
い
て
鉛
管

の
使
用
状
況
は
。

鉛
管
は
使
用
し
て
い

な
い
。

   

農
業
集
落
排
水
事
業

   

特
別
会
計

脱
水
汚
泥
の
処
理
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

大
変
難
し
い
問
題
で
、

今
後
消
臭
の
問
題
が

ク
リ
ア
出
来
て
も
、
地
元

で
の
脱
水
汚
泥
の
需
要
が

見
込
め
な
い
状
態
。
今
現

在
、
年
間
１
７
４
㌧
の
脱

水
汚
泥
を
キ
ロ
15
円
で
処

　

議
案
10
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

　

都
市
計
画

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

「
駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
」「
Ｊ
Ｒ
新
駅
」
を

２
つ
の
核
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
新
駅
は
可

能
性
が
非
常
に
低
い
の

に
、
核
と
し
て
上
げ
る
の

は
ど
う
か
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
鉄
道

が
通
っ
て
い
る
こ
と

が
、
ま
ち
に
と
っ
て
大
き

な
強
み
。
新
駅
の
存
在
は

価
値
や
魅
力
を
さ
ら
に
高

め
る
財
産
で
あ
り
、
長
期

的
に
検
討
し
、
方
向
性
と

し
た
い
。

   

水
道
事
業
会
計
予
算

防
衛
助
成
金
で
、
石

綿
管
更
新
事
業
が
５

カ
年
計
画
で
実
施
さ
れ
る

理
し
、
年
２
６
１
万
円
で

渋
川
の
処
理
施
設
で
処
理

し
て
い
る
方
が
安
価
で
あ

る
。

農
業
集
落
排
水
事
業

で
小
倉
地
区
の
普
及

が
進
ん
で
い
な
い
が
、
ま

ち
は
普
及
推
進
を
進
め
て

い
る
の
か
。

回
覧
板
な
ど
で
お
知

ら
せ
は
年
１
回
し
て

い
る
。

公
共
下
水
事
業
特
別
会
計

下
水
道
台
帳
デ
ー
タ

調
書
作
成
業
務
委
託

３
２
５
万
円
の
内
容
は
。

平
成
26
年
に
整
備
し

た
溝
祭
地
区
の
台
帳

整
備
デ
ー
タ
化
を
行
う
。

問

問問

問 答

答答答

問答

問答

支えあう地域福祉（福祉ネットワーク事業）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

 

吉
岡
町
の
20
年
後
を
見
据
え
た  

 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

５カ年計画で石綿管布設替え工事が進む
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賛否一覧

議員名　　
 
　　議案名

結果 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

富
岡　

大
志

大
林　

裕
子

金
谷　

康
弘

五
十
嵐
善
一

柴
﨑
德
一
郎

竹
内　

憲
明

髙
山　

武
尚

村
越　

哲
夫

坂
田　

一
広

飯
島　
　

衛

岩
﨑　

信
幸

平
形　
　

薫

山
畑　

祐
男

馬
場　

周
二

小
池　

春
雄

岸　
　

祐
次

議
案 第13号 吉岡町都市計画マスタープラン 11 4 可 ○ × × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳
情 第１号

軽度外傷性脳損傷・脳しんとう
の周知と予防、その危険性や予
後の相談の出来る窓口の設置を
求める陳情

1 14 否 × × × × × × × × × × × × × × ○ －

議
　
案

第22号 平成２８年度一般会計予算 14 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

第23号 平成２８年度学校給食会計予算 14 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

第25号 平成２８年度
国民健康保険会計予算 14 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

第28号 平成２８年度介護保険会計予算 14 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

第29号 平成２８年度
後期高齢者医療会計予算 14 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × －

※議長は採決に加わらないため「－」で表示

賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退　除斥…除

３月

会計名 補正額 補正後の予算額
一般会計 ▲３９７万円 ６７億５，０７３万円
公共下水道事業 ▲１，２１３万円 ３億３，３６６万円
国民健康保険事業 ３，６５８万円 ２５億２，０９６万円
農業集落排水事業 ▲２１０万円 １億６，０７４万円
住宅新築資金等貸付事業 ３１万円 ４５２万円
介護保険事業 ▲３，３７９万円 １３億１，５６２万円
後期高齢者医療事業 ▲４０６万円 １億６，１６８万円

水道事業会計
収益的収入 １５７万円 ４億２，０６７万円
収益的支出 １０８万円 ４億１，１５５万円
資本的収入 ４万円 ５，２５８万円
資本的支出 ８万円 ２億　 ３２８万円

平成27年度　各会計別補正予算の状況
（万円未満は四捨五入）

　紙面の都合により、賛否の分かれた議案・陳情のみ記載しています。
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議員 3 人 町政を問う議員 3 人 町政を問う一般
質問

■柴﨑　德一郎議員（16 ページ）
１．国土調査（地籍調査）の実施状況と今後について
２．下水道各処理施設の今後の展望は
３．危機管理・防災組織・環境衛生問題について
４．地域課題について

■飯島　衛議員（17 ページ）
１．マイナンバー制度について
２．側溝のない狭

きょうあい

隘町道の整備について
３．下水道工事の今後と農業集落排水について
４．在宅介護、認知症対策について
５．こどもの学習支援について
６．ふるさと納税について

■小池　春雄議員（18 ページ）
１．町の予算・制度周知の方法
２．教育と福祉の対策
３．介護保険問題

３月定例会の一般質問は９日および１０日に行われました。
紙面の都合により要約してお伝えします。
なお、詳しい内容は吉岡町図書館に備えてある
会議録で確認できます。
また、平成２１年第１回定例会以降の会議録は、
吉岡町ホームページでもご欄になれます。

インターネット配信中です

本会議の様子を生中継、録画でも配信。 吉岡町議会 検 索アクセス方法は

一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、住民の声や自身の考えをもとに、
町長の方針を問うものです。
吉岡町では、質問および答弁をあわせて、
１人60分の持ち時間があります。
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地
籍
調
査
の
実
施
状
況
は

順
調
に
進
展
し
て
い
る

柴﨑德一郎 議員

早
い
時
期
に
実
施
を
考
え
た
い

ま
ち
全
体
で
の
防
災
訓
練
実
施
を

現
在
の
地
籍
調
査
実

施
状
況
は
。

町
長　

平
成
24
年
度

に
陣
場
地
区
か
ら
始

め
、
現
在
南
下
Ⅰ
地
区
調

査
で
順
調
に
進
展
中
。

調
査
期
間
の
設
定

は
。

産
業
建
設
課
長　

30

年
間
を
試
算
し
た

が
、
40
か
ら
50
年
要
す
る

見
込
み
。

こ
の
調
査
の
必
要
性

は
。

産
業
建
設
課
長　

事

業
の
費
用
対
効
果
が

非
常
に
高
い
。

以
前
実
施
さ
れ
た
土

地
改
良
事
業
区
域
内

の
対
応
は
。

産
業
建
設
課
長　

国

の
認
証
を
得
て
い
る

大
久
保
十
二
地
区
以
外

は
、
全
て
調
査
対
象
と
な

る
。

調
査
区
域
順
番
は
。

産
業
建
設
課
長　

南

下
か
ら
大
久
保
（
寺

下
・
寺
上
）
地
区
へ
、
そ

の
後
は
未
定
。

農
業
集
落
排
水
施
設

の
課
題
は
。

上
下
水
道
課
長　

経

年
劣
化
に
よ
る
修
繕

補
修
や
、
接
続
率
向
上
推

進
な
ど
。

公
共
下
水
道
の
範
囲

拡
張
へ
の
可
能
性
は
。

上
下
水
道
課
長　

区

域
拡
大
へ
の
要
望
を

行
っ
て
い
く
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
状
況
は
。

上
下
水
道
課
長　

６

年
間
で
１
５
０
基
計

画
。
現
在
１
３
２
基
設
置

済
み
。上

野
田
に
あ
る
脱
水

汚
泥
の
炭
化
処
理
施

設
建
設
へ
の
経
緯
は
。

上
下
水
道
課
長　

小

倉
地
区
の
事
業
化
に

際
し
、国
の
採
択
基
準（
処

理
方
法
の
選
択
）
に
適
合

さ
せ
る
た
め
。

防
災
行
政
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
事
業
計
画
は
。

町
民
生
活
課
長　

来

年
度
実
施
計
画
、
翌

年
か
ら
３
年
間
工
事
を
行

う
。

ま
ち
全
体
で
の
防
災

訓
練
実
施
を
。

町
民
生
活
課
長　

早

い
時
期
に
実
施
を
考

え
た
い
。

ご
み
収
集
の
回
収
時

間
の
苦
情
対
策
は
。

町
長　

業
者
へ
の
注

意
・
指
導
の
徹
底
を

図
る
。資

源
ご
み
集
団
回
収

事
業
で
の
、
ご
み
減

量
化
効
果
は
。

町
長　

一
定
の
効

果
が
あ
り
、
今
後
も

事
業
実
施
を
進
め
て
行
き

た
い
。各

自
治
会
か
ら
の

「
要
望
事
項
」
対
処

へ
の
考
え
は
。

産
業
建
設
課
長　

緊

急
度
・
危
険
度
な
ど

が
高
い
箇
所
を
優
先
的
に

対
処
し
て
い
く
。
な
お
、

要
望
事
項
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
で
、計
画
的
に
改
修
・

改
善
を
進
め
て
い
く
。

問問問 問

問問

問

問問

問

問問

問

問

答答

答答答 答

答

答

答

答

答 答答

答

答

漆原東自治会のスポーツゴミ拾い（河川緑地公園沿い）
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側溝がほしい道路

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は

近
隣
市
町
村
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
検
討

飯島　衛 議員

研
究
し
た
い

認
知
症
患
者
にＧＰ

Ｓ
機
器
の
無
償
貸
与
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
不

達
へ
の
対
策
と
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
状

況
は
。町

長　

不
達
は
、
５

０
３
通
。
受
け
取
り

を
促
す
通
知
を
発
送
し

て
、
で
き
る
か
ぎ
り
配
布

し
た
い
。

町
民
生
活
課
長　

申
請
は

１
０
２
１
件
。
２
月
現
在

で
、
１
４
６
枚
交
付
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
へ

の
点
字
表
記
な
ど
の

対
策
は
。

町
民
生
活
課
長　

現

在
、
個
人
ご
と
に
必

要
な
対
策
は
、
把
握
し
て

い
な
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

申
請
に
は
、
証
明
写

真
が
必
要
。
証
明
写
真
機

を
役
場
に
設
置
で
き
な
い

か
。

町
民
生
活
課
長　

ま

ち
の
人
口
や
費
用
対

効
果
を
考
え
る
と
、
設
置

は
考
え
ら
れ
な
い
。

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

近
隣
市
町
村

の
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
検
討
し
た
い
。

住
宅
の
建
設
や
宅
地

の
造
成
が
相
次
い
で

い
る
。
道
路
整
備
が
追
い

付
い
て
い
な
い
事
例
も
あ

る
が
。町

長　

宅
地
開
発
に

伴
う
道
路
整
備
は
、

開
発
業
者
の
対
応
が
原
則
。

農
業
集
落
排
水
を
公

共
下
水
へ
接
続
で
き

な
い
か
。

町
長　

接
続
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
。在

宅
介
護
に
対
す
る

支
援
策
と
し
て
、
介

護
慰
労
金
の
増
額
の
考
え

は
。

町
長　

今
の
基
準
で

実
施
し
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
ポ
イ
ン

ト
を
、
換
金
で
き
る
制
度

に
で
き
な
い
か
。

町
長　

社
協
で
は
、

ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
、

表
彰
と「
ひ
ば
り
カ
ー
ド
」

を
贈
呈
し
て
い
る
。

認
知
症
患
者
の
位
置

情
報
を
把
握
で
き
る
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
の
無
償
貸
与

を
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長　

広
域
や
他
市

町
村
と
の
共
同
事
業

で
実
施
で
き
る
よ
う
、
研

究
し
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
学
習
支
援
を
実
施

で
き
な
い
か
。

町
長　

情
報
収
集
を

し
、
検
討
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の

取
り
組
み
は
。

問問 問

問問

問問

問

問

問

問

答

答 答

答

答

答答

答

答

答答

答

町
長　

返
礼
品
の
拡

充
な
ど
を
含
め
、
十

分
検
討
し
た
い
。
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ま
ち
の
情
報
を
一
冊
に
ま
と
め
、
全
戸
配
布
し
て
は

費
用
対
効
果
を
十
分
検
討
し
た
い

小池春雄 議員

慎
重
に
支
援
す
る
よ
う
指
示
し
た
い

性
的
少
数
者
の
子
ど
も
へ
の
対
応
は

ま
ち
の
予
算
、
主
要

施
策
、
各
種
制
度
、

施
設
の
配
置
図
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
を
町
民
に
知

ら
せ
る
た
め
、
冊
子
に
し

て
全
戸
配
布
し
て
は
。

町
長　
「
広
報
よ
し

お
か
」
で
は
そ
の
都

度
必
要
な
情
報
を
掲
載
。

さ
ら
に
、
ま
ち
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
詳
細
な
情

報
を
掲
載
し
て
い
る
。
さ

ら
に
分
か
り
や
す
い
情
報

発
信
を
工
夫
し
た
い
。
ま

ち
の
情
報
を
一
冊
に
ま
と

め
、
全
戸
配
布
す
る
こ
と

は
、
費
用
対
効
果
を
十
分

検
討
し
た
い
。

「
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
。

ま
ち
の
対
応
は
。

教
育
長　

県
は
「
こ

ど
も
の
貧
困
対
策
計

画
」を
策
定
中
。計
画
で
は
、

教
育
の
支
援
、
生
活
の
支

援
、
保
護
者
の
就
労
支
援
、

経
済
支
援
が
織
り
込
ま
れ

て
い
る
。
ま
ち
は
、
こ
の

計
画
を
も
と
に
し
て
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

新
年
度
予
算
の
「
こ

ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発

達
事
業
」「
年
中
児
こ
こ

ろ
の
成
長
ア
ン
ケ
ー
ト
」

「
発
達
支
援
教
室
事
業
」

は
、
５
歳
児
健
診
に
当
た

る
も
の
か
。

町
長　

名
称
は
５
歳

児
健
診
で
は
な
い

が
、
新
た
に
発
達
支
援
を

主
眼
に
始
め
る
。

文
科
省
は
、
性
的
少

数
者
の
子
ど
も
に
対

し
、
配
慮
を
求
め
る
通
知

を
出
し
て
い
る
が
、
教
育

委
員
会
の
対
応
は
。

教
育
長　
ど
の
学
校
、

ど
の
ク
ラ
ス
に
も
性

的
少
数
者
は
い
る
と
い
う

認
識
を
持
っ
て
、
慎
重
に

支
援
を
す
る
よ
う
に
指
示

し
て
い
き
た
い
。

新
年
度
、
保
育
園
の

待
機
児
童
の
数
は
。

健
康
福
祉
課
長　

ほ

ぼ
待
機
児
童
は
な
い

と
考
え
る
。

介
護
予
防
、
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の

取
り
組
み
と
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
。

町
長　

介
護
保
険
で

の
要
支
援
者
に
対
す

る
居
宅
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
は
、
現
行
ど
お
り
の
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
の

で
、
引
き
続
き
行
い
た

い
。
さ
ら
に
、
地
域
力
の

推
進
を
図
り
な
が
ら
、
日

常
生
活
支
援
策
の
構
築
を

進
め
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
協
調
し
な
が
ら
、
よ
り

高
度
な
サ
ー
ビ
ス
を
構
築

し
た
い
。

問 問

問

問

問 問

答

答

答

答

答答

答

すこやかな成長を期待して（第三保育園卒園式）
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教育問題について（平成２７年９月議会） ふるさと納税について（平成２７年９月議会）

質問事項質問事項 質問事項質問事項

教育委員会事務局長答弁教育委員会事務局長答弁 財務課長答弁財務課長答弁

処理事項処理事項 処理事項処理事項

平成２８年８月から、

ＡＬＴ（外国語指導助手）を一人増員。

特産品として具体的に掲載したい。

返礼品はホームページ上に

示すべきでは。

ＡＬＴ（外国語指導助手）の １ 校 １ 人の

配置への対応は。

２０２０年度の学習指導要領改訂を控え、

増員を考えていくことになると思う。

まちのホームページに、

主な特産品を写真で公開。

一般質問の行方一般質問の行方

ＡＬＴ授業風景（平成２７年吉岡中） ふるさと納税の申し込み方法（まちのホームページ）

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
議
会
の
声
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委員会視察
　  リポート

鳥取県大
だいせんちょう

山町
鳥取県日

にちなんちょう

南町

議
会
運
営
委
員
会

議
会
活
性
化
策
を
学
ぶ

鳥
取
県

　

２
月
３
日
、
４
日　

鳥

取
県
日
南
町
と
大
山
町
を

訪
問
し
、
議
会
活
性
化
策
、

議
員
提
案
に
よ
る
政
策
条

例
に
つ
い
て
の
視
察
研
修

を
し
ま
し
た
。

　

日
南
町
は
、
日
野
川
沿

い
に
開
け
た
山
あ
い
の

町
。
49
・
１
㌫
が
高
齢
者

で
あ
る
超
過
疎
の
ま
ち
で

す
が
、「
情
報
化
に
は
過

疎
は
な
い
」
と
い
う
町
長

の
信
念
の
も
と
、
光
ケ
ー

ブ
ル
を
引
き
、
各
家
庭
で

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
介
し

た
、
町
議
会
中
継
を
可
能

に
し
た
と
、
あ

い
さ
つ
を
頂
き

ま
し
た
。
ま
た

議
会
に
お
い
て

は
、
26
年
よ
り

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
を
活
用
し
た

議
会
運
営
が
行

わ
れ
て
い
ま

す
。
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
に
よ
る
運

用
で
は
、
書
き

込
み
が
難
し
い

な
ど
の
問
題

も
あ
り
ま
す

が
、
条
例
の
検

索
な
ど
に
は

大
変
便
利
で

あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま

た
、
開
か
れ

た
議
会
活
動

に
取
り
組
み
、

町
民
の
声
を

聴
き
、
実
情

に
基
づ
い
た

議
員
提
案
に

よ
る
条
例
が
、

立
案
施
行
さ

れ
て
い
ま
し

た
。

　

２
日
目
の
大
山
町
は
、

裾
野
を
広
げ
た
大
山
を
背

景
に
、
日
本
海
ま
で
至
り

ま
す
。
面
積
は
、
吉
岡
町

の
約
９
・
５
倍
、
人
口
１

万
７
千
人
余
り
の
ま
ち
で

す
。
議
会
基
本
条
例
の
制

定
後
、
議
会
改
革
と
活
性

化
に
取
り
組
み
、
各
種
団

体
と
の
懇
談
会
や
議
員
と

語
る
会
、
議
員
討
論
会
な

ど
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

両
町
と
も
、
町
民
の
声

を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
べ

く
、
ま
た
町
民
と
一
体
に

な
っ
て
、
ま
ち
を
よ
り
良

く
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で

い
る
真し

ん

し摯
な
姿
に
、
学
ぶ

も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

町
議
会
の
活
性
化
、
自
由

討
議
、
そ
し
て
政
策
立
案

へ
と
生
か
し
て
い
き
た
い

と
、
改
め
て
思
う
視
察
と

な
り
ま
し
た
。

（
委
員
長　

小
池　

春
雄
）
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◇
僕
は
大
人
に
な
っ
た
ら
、

に
ぎ
や
か
で
、
吉
岡
町
に

住
ん
で
い
な
い
人
も
「
吉
岡

町
は
良
い
と
こ
ろ
だ
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
を

創
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

僕
は
吉
岡
町
を
よ
り
よ
く

す
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん

勉
強
し
て
議
員
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。      （
１
組
） 

◇
議
員
の
み
な
さ
ん
は
、

私
た
ち
が
安
全
に
学
校
に

登
校
す
る
た
め
、
町
民
の

願
い
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

一
生
懸
命
話
し
合
い
を
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
の
議
会
体
験
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

私
は
大
人
に
な
っ
て
も
吉

岡
町
に
住
み
続
け
た
い
で

す
。　
　
　
　
　
　
（
２
組
） 

◇
今
回
の
議
会
で
の
質
問

の
回
答
で
「
福
祉
や
教
育

に
力
を
入
れ
て
い
る
」
と

聞
き
、
私
は
と
て
も
あ
り

が
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
勉
強
や
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
、
吉

岡
町
を
リ
ー
ド
で
き
る
よ

う
な
人
に
な
り
た
い
で
す
。

（
３
組
）

①議長の開会宣言で始まり、議事を進行。

②質問の前には、必ず挙手をして議長に発言の許可を
求めます。

③クラスごとに合計１５人が質問。まるで本物の議会
のような真剣さが伝わってきます。

④最後に、「わかりやすく、ためになりましたか」起立多数
で可決。

明治小学校６年生のみなさんから 

お礼状をいただきました
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平成28年１月25日に明治小学校６年生全員による、議場見学と議会体験・子ども議会が行われました。

議会体験・子ども議会

小学生議員、質問に立つ
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研
修
会
に
参
加
し
て

高橋　洋子さん
（下野田）

青木　和夫さん
（漆原西）

議会を
　傍聴して

私
の
健
康
管
理

ま
ち
の散歩

道93

伊
藤　

藤
廣
さ
ん
（
大
久
保
寺
上
）

　

私
が
水
泳
を
始
め
た
の

は
、
吉
岡
温
泉
に
温
水
プ

ー
ル
が
併
設
さ
れ
て
間
も

な
く
の
こ
と
で
し
た
。
毎

晩
の
よ
う
に
泳
ぎ
に
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
採
算
割

れ
で
閉
鎖
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
幸
か
不
幸
か
、

吉
岡
町
は
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
近
隣
に
は
敷

島
水
泳
場
、
大
渡
温
水
プ

ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
水
泳
教
室
に
入
り
、

泳
ぎ
の
基
礎
か
ら
学
び
直

す
事
が
で
き
た
の
で
す
。

自
己
流
で
泳
い
で
い
た
と

き
の
フ
ォ
ー
ム
を
徹
底
的

に
矯
正
す
る
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

　

今
で
は
年
に
数
回
の
記

録
会
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
お
か
げ
で
数
年
来
、

風
邪
を
ひ
い
た
り
体
調
を

崩
す
こ
と
も
な
く
、
健
康

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

英
知
を
結
集
し
た

議
論
を

　

３
月
９
日
、
議
会
を
傍

聴
し
ま
し
た
。
地
域
の
身

近
な
課
題
か
ら
、
ま
ち
の

生
活
基
盤
な
ど
の
質
疑
応

答
が
あ
り
ま
し
た
。
施
設

の
老
朽
化
、
ま
ち
の
人
口

増
加
に
よ
る
生
活
基
盤
の

増
設
、
維
持
管
理
に
は
限

ら
れ
た
予
算
で
進
め
て
行

く
の
は
、
容
易
に
出
来
る

こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
自
然
豊
か
な
環
境
を

継
続
し
、
発
展
し
な
が
ら

住
み
よ
い
ま
ち
、
住
ん
で

良
か
っ
た
ま
ち
を
創
成
し

て
頂
く
た
め
に
、
議
員
の

方
々
と
行
政
の
英
知
を
結

集
し
た
議
論
を
積
み
重

ね
、
さ
ら
に
飛
躍
し
た
、

未
来
の
吉
岡
町
を
構
築
し

て
頂
く
こ
と
に
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

健
康
№
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
で
、
３
回
程
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
事
前
の
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
、
各
自
治
会
と
も

行
事
参
加
者
が
固
定
化
・

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
、
な
か

な
か
新
し
い
人
が
増
え
な

い
と
の
意
見
が
多
く
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。
人
集
め

の
方
法
に
つ
い
て
、
各
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
各
自
思
い

つ
い
た
事
を
い
く
つ
で
も

付
箋せ

ん

に
書
き
出
し
、
模
造

紙
に
貼
っ
て
い
き
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
を
交
代
し
な
が

ら
意
見
交
換
を
し
、
最
終

的
に
少
な
い
種
類
に
ア
イ

デ
ア
を
ま
と
め
見
易
く

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

今
後
の
活
動
に
取
り
入

れ
て
、
新
し
い
人
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
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花
咲
く
ま
ち

中村　澄子さん
（上野田）

問１

問２

問３

平成２８年度一般会計当初予算の総額は何万円
でしょう。
Ａ．７７億４０００万円　　 Ｂ．７７億４２００万円
Ｃ．７７億４４００万円
町長の施政方針に対する質問は何人が行ったで
しょう。
Ａ．３人　　Ｂ．４人　　Ｃ．５人
２月に視察研修を行ったのはどの委員会でしょう。
Ａ．議会運営委員会　　Ｂ．予算決算常任委員会
Ｃ．総務常任委員会

[ 応募方法 ]
○はがきに答えの記号（例１―A）、住所、氏名、年齢、

職業（学校名）を書いてください。
○正解者の中から抽選で５人の方に、図書カードをプ

レゼントします。
○ご意見やご要望などもあわせてお寄せください。「お

便りコーナー」で紹介します。
○あて先
　〒 370―3692
　吉岡町大字下野田 560 番地　役場議会事務局
○締め切り　6 月１日（当日消印有効）

前回の正解は１－Ｃ . ２－Ａ . ３－Ａでした。
応募者の中から、抽選の結果次の方に図書カードを贈
ります。（敬称略）
・田辺ヨネヲ（小　倉）　・藤井　千尋（上野田）
・一場真由美（下野田）　 ・伊藤　辰蔵（下野田）
・篠原　信雄（下野田）

よ し お か

ク イ ズ
No.

111

共に研修　
県外から吉岡町議会へ視察に訪れました。

～視察の受入～

とき 訪れた町村 視察内容

１月26日
京都府

久
く み や ま ち ょ う

御山町議会
共産党議員団

公共交通マスタープ
ランについて・グルー
プタクシー実証実験に
ついて

皆さんの傍聴を
お待ちしています

次の定例会は6月上旬に始まります。
会議は9時30分からです。
ぜひお越しください。

　

地
域
で
行
わ
れ
て
い
る

高
齢
者
サ
ロ
ン
に
参
加
さ

せ
て
頂
く
と
、
巧
妙
な
話

術
に
「
笑
顔
」
の
花
が
咲

き
広
が
り
ま
す
。
準
備
を

早
く
か
ら
手
伝
っ
て
下
さ

る
自
治
会
の
方
。
手
足
頭

口
の
体
操
と
お
し
ゃ
べ
り

が
何
よ
り
の
交
流
で
、
自

由
参
加
で
片
付
け
は
全
員

で
行
い
ま
す
。
顔
見
知
り

が
増
え
る
こ
と
で
心
強
く
、

生
活
に
も
安
心
感
が
持
て

ま
す
。
時
折
、
帰
路
で
み

つ
け
る
草
花
に
も
愛
着
を

感
じ
、
立
ち
止
ま
り
微
笑

み
合
っ
た
り
も
し
ま

す
。
町
内
の
い
た
る
所

で
ふ
れ
あ
い
の
花
と
可

憐
な
花
が
い
っ
ぱ
い
咲

く
ま
ち
を
望
ん
で
い
ま

す
。

北原　智子 議会事務局主任
（産業建設課産業振興室主任）

青木　史枝 町民生活課町民サービス室係長（昇任）
（議会事務局主任）

　議会では４月１日付で次のとおり人事異動が
ありました。

議会事務局人事
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吉
岡
町
議
会
だ
よ
り
No 111

発　

行　

吉
岡
町
議
会

責
任
者　

議
長　

岸　

祐
次

編　

集　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

群
馬
県
北
群
馬
郡
吉
岡
町
大
字
下
野
田
５
６
０

　

０
２
７
９ ―

 

54―
 

３
１
１
１

☎

●●●

　榛名山に向かい、上小倉の人家を過ぎ、
ブドウ畑にかかると、左に 6 万㌧の水を
たたえた明治用水貯水池がある。そこを
渋川方面へ右折して行くと、右手道路に
沿って、土堤が見えてくる。この土堤が
吉岡郷土かるたに詠まれた、小倉山の猪
土手である。
　長い年月を経た現在、残念ながら大方
は崩れ落ち、わずかに形がいをとどめる
のみである。築かれた当初は、おそらく 2
㍍半の高さを盛って、山林地帯にすむイ
ノシシやオオカミなどの侵入を防いだと
いわれているが、いつ頃、誰によって作
られ、何が起こったかを伝えるものはな
い。ただ、食を求めた獣が、里へ下りて
民家に危害を加えることを案じて、小倉
の人たちが土堤上に垣根を築いたことが、
明治末期ころまで続いたという。土地の
人たちは、土堤の下手である、上小倉集

落側を「土堤内」と言い親しんでいる。
　この猪土手通りは、榛東・箕郷方面か
ら吉岡町を過ぎ、北方はるか渋川の方ま
で続いていたといわれる。中世戦国の昔、
上杉方白井城と箕輪城との重要な連絡路
であったのだという。
　誰によってつくられたかわからない時
代より、人々を脅かす獣に対抗すべく知
恵をだし、築き上げた猪土手。何百年の
年月を経て、今現在、また農作物を荒ら
す有害鳥獣に我々は悩まされている。自
然との闘いは繰り返されるのであろうが、
その調和を図り、共生していく策はない
ものだろうか。榛名山を仰ぎ見ながら、
その尾根に広がる人と獣との闘いに思い
をはせる。

参考文献：「吉岡村誌」

キラリよしおか古語り
いにしえ

編
集
後
記

編
集
委
員

委  

員  

長　

坂
田　

一
広

副
委
員
長　

金
谷　

康
弘

委　
　

員　

村
越　

哲
夫

　
　
　
　
　

竹
内　

憲
明

　
　
　
　
　

柴
﨑
德
一
郎

　
　
　
　
　

大
林　

裕
子

　
　
　
　
　

富
岡　

大
志

　

厳
し
い
冬
の
寒
風
に
さ
ら
さ

れ
て
、じ
っ
と
耐
え
抜
い
て
来
た

木
々
の
蕾
が
一
斉
に
咲
き
誇
り
、

こ
の
４
月
は
希
望
に
満
ち
て
入

学
・
就
職
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
若
者
達
の
背
中
を
優
し
く
つ

つ
む
。そ
ん
な
言
葉
が
似
合
う

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
予
算
も
昨
年
度
に
比

べ
大
幅
増
に
な
り
、町
長
の
施
政

方
針
の
中
で
も
明
治
小
学
校
の

増
築
・
駒
寄
幼
稚
園
の
改
築
助

成
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
新
築
な
ど
、

新
規
事
業
も
ま
ち
の
多
く
の
子

育
て
世
代
に
重
き
を
置
い
た
明

る
い
政
策
に
希
望
が
持
て
ま
す
。

き
っ
と
大
き
な
実
を
結
ん
で
く

れ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

春
は
職
場
の
異
動
の
季
節
で

す
。青
木
書
記
が
町
民
生
活
課

に
異
動
し
ま
し
た
。大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。配
属
先
に

お
か
れ
ま
し
て
も
益
々
ご
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
致
し
ま

す
。　

　
　
　
（
竹
内　

憲
明
）

形がいをとどめる猪土手

ど　　て　うち

今
も
な
お
猪
土
手
残
る
小
倉
山

今
も
な
お
猪
土
手
残
る
小
倉
山

し　

し　　

  

ど　
　

て
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